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大腸癌の進行度分類として世界的に用いられている UICC の TNM 分類第 7 版で
は、N 因子は転移リンパ節の個数のみによって規定されている。一方、日本の大
腸癌取り扱い規約では、第 6 版まではリンパ節の局在を重視し、腸管傍リンパ節
への転移を N1、中間リンパ節への転移を N2、主リンパ節への転移を N3 と規定







主リンパ節転移情報の予後予測能および TNM 分類第 7 版に主リンパ節転移情報
を加えた際に予後予測能が向上するか調べるため。 
【方法】 




いたリンパ節分類のリスクモデルと TNM 分類第 7 版に基づいたリンパ節分類に
主リンパ節転移情報を加えたリスクモデルの予後予測能を C 統計量を用いて比較
した。さらに、主リンパ節転移情報による予後予測能の付加能を category-free net 
reclassification improvement （ NRI ） お よ び integrated discrimination 
improvement（IDI）を用いて検討した。 
【結果】 















 大腸癌研究会による大腸癌全国登録を利用し、2000年から 2002年の間に全国 71施設
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